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武豊町立図書館指定管理者業務仕様書 

 

 

武豊町立図書館（以下「図書館」という。）の指定管理者が行う業務の内容及び範囲等は、関係法

令等に定めがあるもののほか、この仕様書による。 

 

 

１．趣旨 

 

本仕様書は、図書館の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定めることを目的と

する。本仕様書は募集要項と一体をなすものである。指定管理者には、現在より効率的な運営を

図りながらサービス水準の向上を期待しており、本仕様書の要求している水準を満たす限りにお

いて事業計画を立てられるものとするが、その際には、募集要項等により示された諸条件を必ず

遵守し、その他の内容についても十分留意すること。 

 

 

２．武豊町立図書館の管理運営の基本的な考え方 

 

公共図書館は、高度情報化、少子高齢化等の社会状況の変化の中で、資料・情報に対する町民

の多様な要求に、迅速かつ的確に応えていかなければならない。 

 

ア．資料(一般資料、児童用資料、郷土資料)の収集と提供 

情報化社会における役割を認識し、資料の質的・量的水準の確保を図るとともに、

バランスのとれた資料構成に努め、町民の多様な要求に応える。 

イ．読書普及のための諸行事の企画・実施 

読書普及のため、おはなし会、その他の行事を行う。 

ウ．読書活動推進のための行政・ボランティアグループ等との連携 

こどもの読書活動推進に関連して、学校及び武豊町の関連部署やボランティアグ

ループ等と連携する。 

 

 

３．図書館サービスの基本的考え方 

 

上記の役割と機能を果たすため、次のサービスを効果的・効率的に提供する。 

ア．貸出サービス 

貸出による資料提供は、地域の図書館にとって基本である。貸出は、町民にとって

最も利用しやすい方法であり、町民は、求める資料の貸出を受けることによって、場

所や時間の制約を受けずに利用することができる。 
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イ．予約サービス 

町民の資料要求に対しては、迅速で確実な提供に努める。予約資料については、特

に配慮し、自館に所蔵が無い資料は他の図書館から借り受けるなどして、確実に提供

できるよう予約制度の適切な運用とＰＲを図る。 

ウ．読書案内 

所蔵図書を基本とした読書案内を行うとともに、簡易なレファレンスを行うため

の基本参考図書の充実を図る。 

エ．こどもサービス 

｢子どもの読書活動の推進に関する法律｣(平成 13 年 12 月法律第 154 号)が施行さ

れ、以前にも増して図書館のこども読書サービスへの期待が高まっている。こどもた

ちが生涯にわたって読書を楽しむ習慣がつくように、資料を貸し出すだけではなく、

おはなし会、その他の行事を通じて、こどもと本を結びつけるための活動を行う。 

また、｢第２次武豊町子ども読書活動推進計画｣の趣旨を十分理解し、同計画の推進

に努めるとともに、町と協働して次期推進計画の策定に当たる。 

オ．学校等へのサービス 

総合学習・調べ学習に必要な図書等の貸し出しや、団体貸出（年３回以上実施）、

学校へ出向いてのブックトークなど、積極的に学校との連携を図る。 

カ．障がい者、高齢者等へのサービス 

ユニバーサルデザインの重要性が認識される中で、障がい者、高齢者等へのサービ

スについては、適切な館内案内や施設管理、また、資料収集・提供等について可能な

限り配慮する。 

 

 

４．施設の概要 

 

（１）名    称      武豊町立図書館 

（２）所 在 地      武豊町字山ノ神 135番地１ 

（３）設置目的      町民の教育と文化の発展に寄与するため（武豊町立図書館の設置 

                    及び管理に関する条例第２条） 

（４）建物構造等    完成年月    昭和６１年３月（同年８月開館） 

                    構    造    鉄筋コンクリート造  ２階建 

                    建物面積    敷地面積    3,500.00㎡ 

                    建築面積    1,875.26㎡ 

                    延床面積    2,740.69㎡ 

（５）施設の概況    １階  一般図書室、児童図書室、受付ロビー、展示室、閉架書庫、 

                           お話の部屋、母と子のコーナー、ブラウジングコーナー、 

                           ＡＶコーナー、授乳室、ロッカーコーナー、ブックポスト 

                     ２階  参考資料室、会議室、視聴覚室、学習室、休憩コーナー、 

                           事務室 
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５．休館日と利用時間 

 

（１）休館日 

ア．月曜日。ただし、月曜日が、国民の祝日に関する法律(昭和 23年法律第 178号)に規

定する休日(以下｢休日｣という)に当たるときを除く。 

イ．12月 28日から翌年の１月４日まで 

ウ．館内整理日(毎月最終金曜日(12 月にあっては 28 日)。ただし、この日が休日にあた

るときは、その前日の休日でない日。) 

エ．特別整理期間(毎年１回 15 日以内。この場合、館長は、５日前までにその旨を公表

しなければならない。) 

オ．その他、業務上必要があると認めるときは、教育委員会と協議し、臨時に休館するこ

とができる。 

 

（２）開館時間 

午前９時から午後７時まで 

 

ただし、休館日及び開館時間は指定管理者の提案により利用者にとって利益が大きく、

武豊町の承認を得られれば変更できるものとする。 

 

 

６．管理運営に関する業務 

 

運営にあたっては、町民及び利用者が利用しやすい図書館として基本的な図書館サービスを

確実・柔軟に提供し、社会経済情勢の変化に的確に対応した運営を心がけ、町民及び利用者の読

書や情報に対するニーズ、意見・要望等を適切に受止め、常に業務やサービスの見直しを行うこ

と。 

 

（１）従事者に関すること 

安定した管理運営を行うため、有資格者及び図書館経験者を選任し、業務に支障が出

ないよう配慮すること。指定管理者又は共同企業体を構成する場合には、代表企業が直

接雇用すること。その際、可能な限り地元在住者の雇用に努めること。 

ア．館長・館長補佐の選任 

・図書館の管理運営に関して必要な知識及び十分な図書館勤務経験を有している

こと。司書資格（司書補を含む）を有することが望ましい。 

・正規社員又はそれに準ずる者とし、社会保険に加入すること。 

・専任の常勤者とすること。 

イ．従事者の選任 

・従事者の 50％以上を、司書資格（司書補を含む）を有する者、または３年以上

の図書館勤務経験を有する者とすること。 

・適切かつ親切丁寧な利用者対応ができる者とすること。 
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ウ．館長・館長補佐の配置 

・館長不在の場合には、館長補佐がその職務を代行すること。 

 

（２）館長業務（館の運営統括、関係機関・団体との連絡調整等） 

ア．館務を掌理し、従事者を監督して、図書館奉仕の機能の達成に努めること。（図書館

法第 13条第２項） 

イ．図書館に、館長・館長補佐以外に、業務責任者を置くこと。 

ウ．図書館に当該図書館業務を適切かつ円滑に遂行するために必要な従事者を配置する

こと。配置する従事者は、図書館経験、司書資格、専門性及び一般常識等を考慮する

とともに、接遇能力や対人関係の構築、集団業務遂行の適性等にも配慮した者の配置

に努めること。 

エ．業務の円滑な遂行を図るため定期的な従事者会議等の開催に努めること。 

オ．従事者の人材育成を図るため、総合的な計画を策定し、当該計画には計画的、系統的

な研修計画を盛り込むこと。特に接遇、個人情報保護、図書館業務に関する研修は、

年間複数回計画実施すること。研修計画は、指定管理者が自ら主催するものだけで

なく、文部科学省、愛知県図書館、日本図書館協会等他の機関・団体が主催する研修

も積極的に取り入れること。 

カ．従事者の人事管理および勤務管理について適切に行うこと。 

キ．全ての従事者について、採用時に守秘義務、個人情報保護及び誠実に業務に従事する

旨徹底すること。また、守秘義務違反、個人情報漏洩等が発生した場合の対応及び発

生させないための対策を文書で規定すること。 

ク．従事者の雇用及び労働時間、有給休暇の付与、福利厚生等は労働基準法等の関係法令

を遵守し、必要な規定は全て文書で整備すること。 

 

（３）庶務業務（委託業務の経理、人事、広報、苦情処理等）* 

ア．庶務事務 

庶務事務とは、委託業務に関する経理、物品、消耗品、備品及び設備等施設の管理

運営業務と図書館業務の内、図書館あての文書等の収受、保管、発送、館長または館

名による文書等の発行（図書館への各種報告文書等を含む）・発送、各機関からの調

査依頼回答、各種統計、図書館協議会等図書館関係会議の開催、及びその資料作成、

会議録等の作成、ポスターの掲示撤去、チラシの配置撤去、図書館ホームページの運

用管理、他図書館及び図書館関係団体等との協力及び連絡調整等をいう。なお、武豊

町又は指定管理者のどちらが処理することになるか疑義が生じた業務は、その都度、

両者協議のうえ決定する。 

イ．広報・広聴事務、満足度調査 

図書館利用者の苦情、意見等には速やかな対応を行うこと。図書館案内、新着案内、

各種行事の案内等の作成発行により図書館の活動や事業を広く町民等に積極的にＰ

Ｒすること。満足度調査の時期及び調査内容については町と協議して決定するもの

とする。 
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（４）窓口サービス業務（受付、案内、登録、貸出・返却、予約、督促、相互貸借等） 

ア．資料の貸出・返却、予約、利用者登録・更新、検索、弁済及び団体貸出等に関するこ

と。 

イ．複写サービスに関する事。（両替、複写機の簡易な保守、用紙の補充に関する事を含

む） 

ウ．愛知県図書館等との相互協力（相互貸借、各種打合わせ会議等への出席、連絡調整等

相互協力に関する全ての事項）に関すること。 

エ．利用統計の作成に関すること。 

オ．高齢者、障がい者等へのサービス 

高齢者、障がい者等、通常の図書館利用に支障がある方が気軽に利用できるよう

に工夫をすること。高齢者、障がい者等の要望を受止め、館内での図書館利用に支障

が出ないよう、来館時に従事者がケアする態勢を確立すること。 

 

（５）蔵書管理(選書、排架、除籍、蔵書点検、補修、蔵書統計等) 

ア．資料の受入れに関すること。 

資料の受け入れ(システム処理を含む)、選書、納品確認装備、排架、整理、除籍・

不明処理及び図書・雑誌の町民譲渡など図書館資料全般について行う。資料の選定、

除籍処理は指定管理者が行う。 

イ．寄贈図書の受入、排架に関すること。 

寄贈図書の受入の決定及び町民譲渡の決定は指定管理者が行う。 

ウ．書架管理(書架整理、新着図書コーナー等）に関すること。 

利用しやすい書架を維持するため、毎日書架の整理整頓を行う。その時発見され

た汚破損の激しい資料は、修理、除籍、買い替え等の対応をすること。 

新しく受入れた資料は一定期間新着図書コーナーに排架し利用に供すること 

（３か月程度）。 

エ．蔵書点検（特別整理）に関すること。 

年１回、蔵書点検を武豊町が指定する期間内で実施し、管理する全資料の所蔵状況

を確認する。（なお、館内整理は毎月所定の日に実施すること。） 

 

オ．不明及び未返却資料等に関すること。 

不明及び未返却資料等の処理については、武豊町の指示に従い適切な対応をする

こと。なお、再発防止のために最善の方策を講じること。 

 

（６）施設管理(館の開閉、安全管理、防災対策、清掃、施設、設備、備品管理、コンピュータ

ーシステム等) 

ア．図書館の開館、閉館に関すること。 

図書館の開館時間前までに必要な準備をし、開館時間から図書館が利用できるよ

うにする。又閉館のお知らせをし、全ての利用者の退館を確認し、整理整頓、機器

の停止、火気点検等を行い、必要な部分の施錠等を行う。 
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イ．図書館内の秩序維持に関すること。 

利用者が安心して利用できるよう、館内の安全・安心と秩序確保を行うこと。 

ウ．図書館における災害応急処置(急病人対応を含む)及び消防法に基づく防火管理者に

関すること。 

消防法等に定める事項を忠実に遵守すること。消防・防災計画、訓練計画を作成・

実施すること（武豊町策定の災害対策計画等に準拠すること）。館長及び館長を補佐

する者は、救急救命士による心肺蘇生法、及びＡＥＤ操作の講習を受講すること。

図書館内設置ＡＥＤの作動状態を常に確認すること。館内でのケガ等に対応するた

めに必要な医療品の配備をすること。 

エ．清掃に関すること。 

施設内外の環境を良好に保つため、清掃を適切に行うこと。床面清掃、テーブル

拭き、トイレ清掃は、毎日行うこと。 

オ．施設の保全警備に関すること。（開館時間外及び休館日を含む) 

施設・設備及び備品について善良な管理者の注意を持って業務を行うこと。時間

外等に施設に異常があれば、必要に応じて現場へ急行し、状況確認を行い、適宜、

警察・消防及び関係部署に通報を行うこと。機械警備体制等並びに時間外及び休館

日の緊急連絡体制について企画し提案すること。 

カ．修繕等 

修繕については、1件 100,000円未満の修繕は、事前に武豊町に連絡の上、指定管

理者において実施すること。なお、緊急やむを得ない場合は事後連絡も認めるもの

とする。１件 100,000 円以上の修繕については、事前に武豊町と協議を行い、施工

後は速やかに、修繕施工箇所がわかる写真及び費用の明細を提出すること。修繕費

は、指定管理料の中で予算額を 840,000 円と定める。これについては、年度終了後

に報告された実績に基づき、収支予算書額に執行残額が生じた場合は、残額を武豊

町に返還すること。 

キ．コンピューターシステムの運用に関すること 

図書館業務に必要なコンピューターの本体、端末、及び付属機器の保守、賃借料、

及び電算機データ使用料は武豊町が負担する。通信回線使用料については、指定管

理者が負担する。但し、システムの運用については以下の事項を遵守すること。 

（ア）指定管理者はコンピューターシステムの運用に関して、武豊町と指定管理

者との間で連絡、調整が円滑に図られるように予めシステム管理者を定め

ること。 

（イ）コンピューターシステムの運用については、法令並びに武豊町の条例、規

則を遵守すること。特に個人情報保護、情報セキュリティーの確保につい

ては、個人情報保護に関する法律、武豊町情報セキュリティー規程等を遵

守すること。 

（ウ）システム管理者は、図書館業務従事者個々にシステムにログインするため

に必要なＩＤと初期パスワードを交付する。従事者には、ログインＩＤと

パスワードの管理について指導を徹底すること。 
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（エ）図書館システムに不具合が生じた場合には直ちに武豊町に報告し、その指

示に従うこと。なお、緊急を要する場合には町より事前に指示されたシス

テム担当者に連絡を取り、速やかなるシステムの復旧に努めること。その

場合においても、事後にかかわらず必ず町に報告すること。 

（オ）指定管理者固有事務を行うコンピューター端末等については、指定管理者

が用意すること。 

（カ）指定管理者が故意、又は重大な過失によりコンピューターシステムに損害

を与えた場合や、個人情報の取扱いにより第三者から損害賠償を請求され

た場合は、弁償等の対応を速やかに行うこと。 

 

 

７．読書奨励等に関する業務 

 

ア．読書感想文・感想画コンクール事業の実施、感想画入賞作品の展示及び表彰式の催行

協力を行うこと。（町内小中学校と協力し、よく連絡調整をすること。） 

イ．定例的におはなし会を開催し、絵本の読み聞かせ、紙芝居など対象年齢別の工夫をし

て行うこと。児童図書の展示は、季節の行事やこどもが興味あることがらなどさまざ

まなテーマで企画して行うこと。また、大人向け朗読会なども定期的に行うこと。 

ウ．講座、講演会の実施 

エ．図書館フェスタの実施 

オ．展示室及び２階ロビーを利用した展示会の実施協力。 

カ．図書館だよりの発行 

「図書館だより」、「広報たけとよ」などで優良な図書を紹介し読書活動への理解と

関心を深める普及活動を行うこと。 

キ．その他、読書の奨励・啓発・普及に関する講座や図書館事業の企画・周知・運営・実

施に関すること。 

ク．子育て支援事業 

武豊町が実施している子育て支援事業等に参加し、乳幼児期のこどもの読書につ

いてのアドバイスを行うこと。 

ケ．学校連携事業 

町内学校図書館（小学校４校・中学校２校・高等学校１校）との情報交換（学校図

書館担当者連絡会議の開催等）、情報提供及び協力体制の確立に積極的に取り組み、

団体貸出等、学校支援活動を十分行うこと。 

コ．｢第２次武豊町子ども読書活動推進計画｣の趣旨を十分理解し、同計画の推進に努め

ること。また、町と協働して次期推進計画の策定に当たること。 

 

  



- 8 - 

 

８．その他業務 

 

（１）ボランティア活動支援 

ボランティア活動を行っている人には、団体貸出等により、活動に必要な大型絵本、紙

芝居等の資料提供及び児童図書情報の提供などの支援・連携を行うこと。 

図書館サークル（図書館を活動拠点としている図書館協力団体）に対して支援及び活動協

力をすること。会議室等の使用及び印刷機等図書館機器の使用に関して便宜を図ること。 

 

（２）危機管理対応 

自然災害、人為災害、事故及び自らが原因者・発生源になった場合等のあらゆる緊急事

態、非常事態、不測の事態に備えて危機管理体制を築くとともに、危機管理マニュアルを

作成し、災害時の対応について随時訓練を行うこと（武豊町策定の災害対策計画等に準拠

すること）。 

 

（３）個人情報の保護と情報公開 

業務上知り得た個人情報は、個人情報保護に関する法律、その保護及び適切な管理のた

めに必要な措置を講ずること。また、指定管理者が取り扱う情報については適正に管理を

し、武豊町情報公開条例により開示請求があったときは速やかに応じるように努めるこ

と。（業務上知り得た個人情報は、いかなる媒体等においても図書館外への持ち出しはで

きない。） 

 

（４）守秘義務 

指定管理者及び業務に従事する者は個人情報保護に関する法律により、業務上知り得

た個人情報を漏らしてはいけない。このことは指定管理者の指定期間が満了し、若しくは

指定が取り消され、業務の従事から退いた後も同様とする。 

 

（５）文書の管理・保存 

指定管理者が業務に際し作成し・受領した文書等は、武豊町文書取扱規程に基づき、適

正に管理・保存することとする。また、指定期間終了時には武豊町の指示に従って引き渡

すこと。 

 

（６）環境への配慮 

ア．環境に配慮した商品・サービスの購入を推進し、また廃棄にあたっては資源の有効活

用や適正管理を図ること。 

イ．電気・ガス・ガソリン等のエネルギーの効率的な運用に努めること。 

ウ．廃棄物の処理は「武豊町廃棄物の減量及び処理に関する条例」に基づき、事業系一般

廃棄物として処理すること。 
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（７）経理の明確化 

業務に関連する収入、支出金の管理をするため、指定管理者自身の銀行口座や会計帳簿

とは別に口座や帳簿を設けると共に、経理規程を策定し、適切に事務をすすめること。 

 

（８）経費の執行 

経費は、以下のとおり執行すること。 

提出された収支予算書の科目の範囲内で執行すること。ただし、武豊町との協議により

科目間の流用ができるものとする。 

 

（９）事業計画書及び収支予算書の作成 

各年度、武豊町が定める日までに、次年度の事業計画書及び収支予算書等を作成し、町

に提出すること。 

（10）会計報告書、事業報告書等の提出 

ア．指定管理者は管理業務の実施状況、利用状況及び複写機等の利用料金、図書弁償金の

収入実績、管理経費の収支状況等会計報告及び事業報告を会計年度終了後 30日以内

にすること。 

イ．毎月終了後 10日以内に前月の図書館の利用状況、管理運営業務の実施状況、利用者

からの意見、要望等とその結果及び対応策等を記載した業務月報を作成し、武豊町に

提出すること。 

ウ．指定管理者は、毎四半期終了後 15日以内に前四半期の業務内容を総括した四半期総

括書を作成し、武豊町に提出すること。 

エ．指定管理者は、図書館の利用者満足度等を把握するため、利用者アンケートを適宜実

施し、その結果を武豊町に提出すること。 

オ．毎年度終了後、速やかに「図書館年報」を発行すること。 

 

（11）指定期間終了後の事務引継等 

指定管理期間の終了に際して、指定管理者は、次期指定管理者に対し、図書館業務が円

滑に遂行できるよう必要な引き継ぎを行うこと。 
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９．法令等の遵守 

 

業務の実施にあたっては、関連する法令を遵守すること 

 ・地方自治法 

 ・労働基準法 

 ・図書館法 

 ・著作権法 

 ・個人情報保護に関する法律 

 ・武豊町立図書館の設置及び管理に関する条例 

 ・武豊町立図書館の設置及び管理に関する条例施行規則 

 ・武豊町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例 

 ・武豊町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する規則 

 ・武豊町情報公開条例 

 ・その他関係法令 

 

 

10．賠償責任と保険の加入 

 

ア．賠償責任 

管理運営を行うにあたり、指定管理者の責めに帰すべき事由により武豊町又は第三

者に損害を与えた場合はその損害を賠償しなければならない。 

イ．保険の加入 

入場者傷害保険及び指定管理者の業務上の瑕疵により生ずる損害賠償に対応できる

よう賠償資力を確保するための適切な保険に加入すること。 

なお、建物損害保険についても施設管理上の必要から指定管理者も加入すること。 

 

 

11．物品の管理等 

 

（１）指定管理者は、武豊町の所有に属する物品（定義については、武豊町財務規則参照、以下

同じ）について、善良な管理者の注意をもって管理に努めること。（既存の図書資料、物

品等は武豊町に帰属する） 

 

（２）指定管理者が指定管理料の内で購入した物品は、原則として武豊町の所有物とする（図書

資料購入費は指定管理料のうち 14,500,000円（装備材料費を除く。消費税含む）以上を

充当しなければならない）。指定管理者の所有物として新しい物品を設置する場合は、事

前に武豊町と協議するものとする。 
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ア．武豊町の所有物となる例 

（ア）貸与物品を更新した物品 

（イ）利用者の利便性を向上させるために設置した物品 

（ウ）指定管理終了時に使用している消耗品類 

イ．指定管理者の所有物となる例 

業務上必要であり、かつ事前協議で指定管理者の所有と決した物品。この場合、武

豊町の所有物と区別できるように管理すること。 

 

（３）指定管理者が行った修繕により、結果として物品を取得することとなる場合は、その物品

は武豊町の所有に属するものとする。 

 

 

12．車両 

 

図書館運営に必要とする車両は、指定管理者が準備し、その維持管理費は指定管理者が負担す

る。 

 

 

13．再委託の禁止 

 

指定管理者は、清掃や設備の保守点検のような個別の業務については、武豊町と協議のうえ第

三者に委託することは差し支えないが、図書館主要業務を含む管理運営業務の全てを第三者に

委託することはできない。 

 

 

14．土地借上げ料 

 

図書館用地の土地借上げ料は、武豊町が負担する。 

 

 

15．維持管理費 

 

図書館運営に必要とされる維持管理費（光熱水費等）は指定管理者が負担するものとする。 
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16．監督、監査 

 

（１）武豊町は、図書館の適正な運営を期するため、指定管理者に対して、当該業務の内容又は

経理の状況に関して報告を求め、実地に調査し、又は必要な指示をすることができる。 

 

（２）武豊町は、指定管理者が町の指示に従わないとき、又は当該指定管理者による管理を継続

することが適当でないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて業務の全

部又は一部の停止を命ずることができる。 

 

（３）武豊町又は監査委員が必要と認めるときは、指定管理者の管理運営業務に係る出納関連の

事務について、監査を行うことができる。 

 

（４）月に最低 1回は、武豊町の担当者と指定管理者において図書館業務進捗状況の検討会を開

催し、改善が必要な場合は町の指示に従い速やかに改善すること。 

 

 

17．その他 

 

（１）事業の継続が困難となった場合の措置 

ア．指定管理者の責めに帰すべき事由による場合 

指定管理者の責めに帰すべき事由により、業務の継続が困難になった場合は、武豊

町は指定の取消し又はある一定の期間を設けて業務の全部若しくは一部停止をする

ことが出来るものとする。その場合は、武豊町に生じた損害は指定管理者が賠償する

ものとする。なお、次期指定管理者が円滑かつ支障なく、図書館業務を遂行できるよ

う、責任を持って引継ぎを必ず行うものとする。 

イ．当事者の責めに帰すことのできない事由による場合 

不可抗力等、武豊町及び指定管理者双方の責めに帰すことのできない事由により、

業務の継続が困難になった場合、事業継続の可否について協議するものとする。一定

期間内に協議が整わない場合には、それぞれ、事前に書面で通知することにより協定

を解除できるものとする。なお、次期指定管理者が円滑かつ支障なく、図書館業務を

遂行できるよう、責任を持って引継ぎを必ず行うものとする。 

ウ．協定書の解釈に疑義が生じた場合又は協定書に定めのない事項が発生した場合には、

武豊町と指定管理者は、誠意をもって協議するものとする。 

 

（２）施設及び設備の維持管理に関すること 

施設及び設備の円滑な運用のため、別添｢武豊町立図書館施設保守管理業務一覧」を参

考に定期的に保守を行い、適切な維持管理を行うこと。 

・清掃業務 

・施設警備 

・空調設備保守点検 
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・自家用電気保安管理 

・自動扉保守点検 

・昇降機（常用・小荷物専用）保守点検 

・消防設備保守点検 

・印刷機賃借及び保守（特に仕様書なし） 

・視聴覚資料再生機器の保守管理（特に仕様書なし） 

・複写機賃借（特に仕様書なし） 

・その他軽微な補修、環境美化（樹木の剪定等）に関すること 

 

（３）指定管理者の指定議案が議会において議決されなかった場合又は否決された場合におい

て、指定管理者の候補者が業務の準備に要した費用について、一切補償しないものとする。 

 

（４）指定管理者は、従事者に対して、業務遂行に適した服装及び名札を着用させること。 

 

（５）図書紛失弁償金、コピー料金等の武豊町への納付は定期的に実施すること。（毎月） 

 

（６）鍵類の管理 

ア．施設の開錠及び施錠を行う際は、貸与された鍵により行うものとする。なお、鍵類は

指定管理者が責任を持って管理すること。 

イ．各種鍵類を毀損、紛失した場合には速やかに報告すること。（毀損、紛失した各種鍵

類を武豊町の許可を得て再作成する費用は指定管理者が負担するものとする。） 

ウ．各種鍵類の複製を無断で作成することを禁止する。 

 

（７）指定管理者及びその従事者が武豊町の駐車場を使用する場合、武豊町規定の駐車場代を町

に納付すること。 

 

（８）図書館協議会委員報酬は、武豊町が負担する。 

 

（９）武豊町及び武豊町教育委員会が行う事業については、優先的に施設を使用できるものとす

る。また、町が主催及び共催する団体（組織）が、町民を対象に施設を使用して開催する

行事で町が認めたものについては、日程の確保を認めることができる。ただし、いかなる

場合も町が主催する事業が優先される。 

 

（10）業務の具体的な内容等は、本仕様書、募集要項、業務引継ぎ（担当者間）及び武豊町立図

書館業務マニュアルによるものとするが、そこに定めのない事項又は疑義が生じた場合

は、武豊町及び指定管理者双方が協議のうえ決定するものとする。 

 

 

 

以上  
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（別添）武豊町立図書館施設保守管理業務一覧 

 

 

委託設備 内容 補足・詳細 頻度 関係法令 

電気設備 
高圧受変電設備（月次点検） 遠隔監視、デマンド監視付 12 回/年 電気事業 

法令 高圧受変電設備（年次点検）  １回/年 

空調設備 

ＧＨＰ遠隔監視点検 ＧＨＰ室外機ユニット 15 台 １回/年 

 デジカント空調機点検 天吊型２台 ２回/年 

ＨＰユニット空調機点検 ピーマック３台 ２回/年 

消防設備 

消防設備保守点検  ２回/年 

消防法令 

自動火災報知設備 機器点検、機器・総合点検 各１回/年 

誘導灯および誘導標式 機器点検 ２回/年 

屋内消火栓設備 機器点検、機器・総合点検 各１回/年 

非常警報器具及び設備 機器点検、機器・総合点検 各１回/年 

非常電源（専用受電） 機器点検、機器・総合点検 各１回/年 

消火器 機器点検 ２回/年 

昇降機 

設備 

エレベーター点検（月次点検） 
乗用 750Kg 

12 回/年 

建築基準 

法令 

エレベーター点検（定期検査） １回/年 

ダムウェーター点検（月次点検） 
荷物用 500Kg 

12 回/年 

ダムウェーター点検（定期検査） １回/年 

自動扉 自動扉点検 ２台 ４回/年  

館内清掃 

業務 

日常清掃業務 08:30～15:30 のうち４時間以上 １人/１日 

 

ワックス塗布 Ｐタイル ３回/年 

カーペットクリーニング タイルカーペット １回/年 

ガラス清掃 内外面 １回/年 

フィルター清掃 ＧＨＰ室内機ユニット 58 台 ２回/年 

施設警備 

業務 
機械警備業務 侵入・火災警報 24 時間監視  

 


